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は じ　　め　　に

　宇宙開発委貞会技術部会は、第一分科会に夢いて、東京大学宇宙航空研究

所が行った昭和48年度第2次観測ロケット実験の結果（科学観測の結果を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ除く。）及び宇宙開発事業団が行った第9回ロケット打上げ実験の結果を評価

するために必要な技術的事項について、昭和49年4月26日以来慎重な調

査審議を重ねてきたが、このたびその結果をとりまとめたので報告する。

　な澄、今回の調査審議は、東京大学宇宙航空研究所関係としては・M－5C

－1号機の打上げ実験の結果、また、宇宙開発事業団関係としては、Nロケ

ットの開発に密接な関係をもつ1」S・一C一・7号機及びJCR－10号機の打

上げ実験の結果を対象とするものである。
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　　　　　亀
　　　　　　1　東京大学宇雷肺空研究析関係1、・こ・一∵　・㌧．1，1∵…∵∫，

　　　　　　　　　　M－5C－1号機の打上げ実験㌦．＝一1∴　苧、∴∵．∵

　　　　　　　（1）　実験の概要　　　　　　　　　　　　　…一、、．一．∴1．、

　　　　　　　　窺｝案験の目的　　　＿ 　　・ゼ1．h．㌧　　　　・ジl

　　　　　　　　　　M－5！q－1号機㊧打轟げ実験はガ第：2段Pケッ長に華着した2次

　　　　　　　　　流体噴射推力方向制御て以下しSI・丁澤qと略称す裾）装母及びサイ

　　　○　　　　　ド身ニット装置：による旦グ驚トの誘導制御拉術並びに二野式只ケット

　　　　　　　　　による衛星の打上げ技術の開発を主目的とするものであり・併せて・

　　　　　　　　　試験衛星MS－T2による地磁気を利用する衛皐硯姿勢制御ρ実騨を

　　　　　　　　　行うものであるρ，，1

　　　　　　　　（ロ）M－5G－1号機の概琴＿　　　，㌧でご．．　∴．＝

　　　　　　　　　　M－3C型ロケットは科学衛星打‡げ㊧た．や年計画され：たラ段式ロ

　　　　　　　　　ケットであるσM・一5C－1号機ρ形状及ザ尊崇は・それぞれ図1及

　　　　　・　　　　び表fに示すとおりである。　　　　　　　　・…

　　　　　　　　　　第1段ロケットは、M一一4S型ロケット¢）第1段、と同じくM－10

　　　　　　　　　モータ、8本の補助ブースタ等よψ球ウ、ζの飛しょ争中の姿勢安定
　　　c●
．1．，　　　　　　　　は、空ヵ罪質により裸たれる6　　∴．．．、，　・

　　　　　　　　　　第2段目クット絃・M「4∫s型1ロケット’の第～，段のモー一〆を煙能向

　　　　　　　　　上させ斥雑「1♀2モ・一4，SIT∬0装置・サイ．ドデ願下ト装甲等・より成

　　　　　　　　　り・第3．段飛しょう中ρ姿勢依・モ「4燃焼中にはS．ITVα装置に

　　　　　　　　　よるピ，ッチ，，．ヲー制碑及びサイ避ジぞッレ肇置にζるロ，一ル制御によ

　　　　　　　　　・り・また」慣性飛し熔う中，に信サイ下ジ≒ッ1ト装置ζよ．る三軸制御に

　　　　　　　　　より保持されるg，、、二．．∵、　一，　、、．ン．、ド，∵∵　続∫ご，＼一

　　　　　　　　　　第5探Pク砦卜信・・廻マ4S型Fケッ1卜㊧第4段モー71ギ『1を太型化し・
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　　性能向上させたM一碕モー樽よ城b・潔鍛糺窃中b姿勢t

　　はスピン安定により保持されるゴいこ』」一ゼ：㌦”

　㈲　試験衛星MS一τ2の概要　　　　　　　　　　　「｝撫瀞’　Tl

　　　試験衛星MS－T2は、ロケットによる人工衛星め総谷：打上げ性能

・ピニ．，め確認友ぴ地磁気を利用する衛星の姿勢制御の実験を行う”たあの衛星

・門である∵・ぞめ重量は約’5㍉6k4であり、形状は第三図に示すと夢・りであ

ザーる二憲たミ・腔3’乙：中2忙搭載されている主要機器は表をめと券りであ

忌・ 驍U∴・職・・∵・己辞で郷●冠’：牢一∴

かげ無り髄友酷東　●『0　・」∴4・●∫・凹

　　　　発射時刻：昭和49年2月16日　　14時ob秀・h

　　　　打」＝げ場所：東京大学鹿児島宇宙空間親測所1’唱’一’

’凱廃射酬圷慰1』；4；躯∴四一9
　　．感／ピ’∴∵方位角㌻熱ゆ・営b，一＿　　．．＿∴、．ゼ，…㌧

　　　　天　候：快晴　　　　1凶ザ1∵…無∴・●’：∴・

・・二・べ気：1熟温！：㌍2・2℃・無　弓…∵一一…孔’酒：・

　　1…　地上1風ピ南西を，血ノ槍ヅ．覧…　，∴一－　．‘’

　　　第1段ロケットは正常な燃焼及び飛しま∴ちを続の～・発射後1・券18

∴∴秒にその切離七が行われた5発射後1分一9秒に第セ陵白ケ多トに装

帰着した忌塗丁・ヤ6装置及び白しルジ三ガト装置旗作動を闘回し、一同1

　　・分2b秒た第2’段白ゲケトが点火した♂忘iTVC装置及びゴ」ルジ

　　・三ラ・・ト装置：は宇許面ど参り発射後2みをぜ杉まで主常左ゴ乙ル軸及び

　〆ゴ富轍励．め鞭を存う’と共匿姿鍵準蜷めピッチプ。ンラム

　　に従ったピッチ角の制御を行った。発射後2分24・秒に忘・，主↑マ0装

’・、t∴・1置の作動は停正されし以後サ年ドジ三ウ事装置たよら七三軸制御が行
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表1　M・一3C－1号機の諸元

一　1　　段 2　　段 ．　5　　段

全　　長　　（m） 2α241 a595 2，326

直　　径　　（m） 工410 t410 U56
各段点火時重量

@（t）

3Z4

S．1　（SB） 11．1

t256

ｿ056（SA）

4i5 t312　　●

推進薬重量

@（t）

2α5

Q．7　（SB）

D25．2

Z1 to7

平　均　推　力

@（t）

75．1

VZ6（SB） 28．1 5．37

燃　焼　時　間

@（s）　，

61

y7（SB）

69 50
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8B：補助ブーース久（直径α51m、1長さ5．8m、2本組x　4）

SA：試験衛星MS一・T2

第1、2段個別の長さと重：量（ノーズフニヤリングを含む）

段 長　さ（m） 重　量（t） 備　　　　考

1 12．8 26．4 補助ブースタを含まず

2 5．5 9L8

◎： 説コキグタ
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・　図2・　試験衛星MS－T2（たんせい2．号）㊧形状．・・、
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表2 試験衛星MS－T2（圏たんせい2号）の主要搭載機器　　　　一
われ是。禿射螢会発35診に第・5段ロケットを打出し労向へ向ける制御

が開始されたカく操作：上あ木手薩により電波指令たまる修主仕行われな

t　姿勢安定制御装置（AG） ヨ割出ーデスピナ（YY） 1　　　　　かった。この間｛ノーズコ』ジの開頭を行ったうく制卸動作に対する擾　　　’

’ニューテーションダンパ（ND） 1　　　　乱はなからた1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・：‘・

地磁気利用スピン軸方向制御装置

（MAC）

キーピング・マグネット（KM） ●　　　　毎秒2．12回転のスピンが機体に．与えられた。発射後4分5’白秒に電波

2．　姿勢検出装置（AD） 地磁気センサ（GA） 1　指苓によh脳弓』ケッ下が切朧畝同4みξ殉に諭段。ケ．

太陽センサ（SS）
1　　　　　トが点火した∵第5湊』”ッ盛ば謁5泊秒燃焼して冠徳星とモニタ部と

1 ｛

I
I

水平線センサ（HOR） が衛星軌道に打ち出され、発射後6分50秒に衛星とモータ部●あ切り離

5　内部環境計測器（HK）
しが行われた。　　　　　　∴tミ、

4．テレメーータ送信機（TM－SA） 136MHz送信機（TM－V）、 i　　　　　MS同丁2からの電波は～東京大学鹿児島宇宙空間観測所（内之清〉、

1

400MHz送信機（TM－U）

Gンコーダ（：ENC）
－
一

●i糊騨r嚇醐殉軸鎚瞭び郵政轍研雛．　　　島支所に澄いて受儒され℃つづいてi米国航空宇宙局℃NASA＞のナンチぎ

：
貝

5．　コマンド受信器’（CM－SA） 受信部（CM一一RX）
1　　　　　　　　　　　　’　　　　．い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

u　　　　　ゴ・・キト、・r・．アセ￥セヨン及びヨ．ハネスブルグの各局並びにフラン・ス国

デコーダ（DEC） 立宇宙開発池ンター（C・N房S）のクール」、ザナガドグ』、ブジザ！ビ

6．　アンテナ（ANTI） 136MHz／148MHz共用アンテ

i（ANT－V）

S00MH　zアンテナ（ANT－U）

●1　認及びプヒソア略局で輩され咋・1　　内之瀧測る鋤三二即・珂剛6、時β、分6秒（昨三時〉

@　　　　から’1つ時魯亀分：払，4秒（．同）・葦で行われ、．MS；→T2が軌道に乗っ・た
卜1

4

Z　電源（PS） 電池（BAT） 　　　　　　　　ξ
?cごとが確認ざれだ♂また、その間に地上か’ 轤ﾌ電波指令によリゴ…ヨ弘．

電圧安定装置（REG）’

d源接続函（JNC）　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　、点火電源（IG－P串）

　　　　鯉ナ母野衛星のスピン螂2詐嫌から碑1：1曝　　　　に三下レ齢．　づ鏑帆∴　　　　　　　　　　，　　．1　　　　　　　　　　　　　　　　．言：㌔∵，1’・’ζI　　　　MS－T2は「たんせい2号（TanseL皿・：三二2号う」と命名さ

1

レ：

a　衛星タイマ（MT－8A） 1　　　れ、国瞬標識1974－08Aが与えられた。

2　振動計測器（V） ：

1
｛

1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一一7，一・

一6一 6
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量5　「たんせい2号」は嗣ζ周回を続け・’嗣18日から職気を利、

∫　，　用すう衛星の姿勢制御琴験1として・表5のと澄り打上げ半弓軌道面内

ぞ．、．　に南・？牟衛星のスピン軸を郵道面に：垂直（ホイニ〃モード♪・にする実

　　　験、スピン軸を地軸に対して平行（地軸モード）にする実醸等を煩次

　　　．琴栖レレ5月3日・第177押をもって予牢の実験をすべて終了し・

　　　卑好塗結果を得左。「たんせい2号」¢）電確ρ挙信妹L5月1．1日に

　　　糖之斥。．　　．　　　　　、，，．一　　　・訴，

　　　，．タ：お・宇宙開発事業甲声行った追跡による開炉皐の軌導幕素は表4

　　　．のと籾、燭？て・腰とした軌靴の差は雌麺罫瀕て約2・

　　　　即であP表・一．　・・　　∴・頴一驚・・

　　　　　　　表5　「たんせい2号」の姿勢制御実験手順

・2月1明・躰標準時・・塒27分02秒（第22周目戸棚開始｝第t回姿勢棚

2脳弓∴”　jrl・48：1・2・（第r棚》ぞ・停止（ホで剛搾二糊捉）

瑠1・㍉二・∴翻1：：：：繋1；二灘｝傑難捕捉）

1ξ2月2ゴ白・・’・〃　　　・〔∫5：・26：52　（第67周目）・〃・　9開始　第5回姿勢制御

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　2月25日・・，．・〃’　・，07：55：0・5　（第80周目〉　〃｝停止　（亦イーールモード捕捉）

函∵一禦；鷺：：鵠1；曝｝（ホイールモード保持）

．2月26日～．…’　　　11．：19：58（第｛17周’自）姿勢削御開始第4回姿勢制御

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　2月27日　　〃　　．02：51：08（第12．5周目）　〃　停止　（ホイー・ルモrド捕捉）

’1騰1・・1：｝：1：畿1溜二鞭雛熱）

論，；．二．．；ll齢騙馬1島島｝1畦騨）

一8一

－
▲
ワ

表4　「たんせい2号」の軌道要素

基　準　時　刻

軌道長半径　（km）

・旧く㌦心　　率！’・㍉：

軌道傾・；斜角”℃deg＞

昇交点経度（deg）
近地点．引数（d登g・〉ピ

平的君地点離舶．．（d『g）

周　　画くmi・n・）．

近・地点高度　　（km）

遠地点高度　（km）
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ω琴海界塑析＿・．一㌃　1、1＿・
酔う・cガ聯の鴛蘇郷紳μ｝S理y一寸び列
ドジェッ融融よる吻トのﾋ棚悶調師郷小回MS
7㍗を脚て麺解誓輿道豚せることに回し一望献験

嘩殿廼磁無．を利麗う姿郷1御ρ畑野す琴τ調ζ籾行うこ

　とができた。

　　従っ雪・轡Pr二二祉曙瓢所期叩晩高したも
　のと考える。　　　　　　　　　　　　　　．写．，ゾ∵一1．ぜ

　　な夢、細部にわたるが第5段ロケット打出レQ恵め！？三悪指令制御；に

　おける操作上の不忠際が門門れば・：，さらに憎憎奉結果本学う静たものと

　思われるので、今後適切な措置を講ずることが望まれる。

　　　　　　　　　　　　　　　r：．9〒
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皿　宇宙開発事業団関係　・，

　　ゐs’一r剛7号機法上喋験　　　　　．、．

ω実験の搬一一ン　　・　　　　，
　　ω鱒の目的’ご

　　　　LS」一C－7号機の打上げ実験は、液体ロケシトェンジ超の飛しょ

　　　う環境に誇ける性能、械能の確認を行うごとを目的どしたものである。

　　＠LSLC－7号機の癩　に、漏一1・．．　6
　　　　蝿詑型・グットば‘人工衝星打上げ卜占「〃ットに使用する液体

　　　。ヶ垂：トの基轍術の開細的どしたもの聯椴固体。ケット、

　　第2麟吻ドめ2無二トであり、・｝Ls－C一融の形

　　状心元は・そ搾姻論罪示すと籾四脚第
　　　2段推進系の系統図を図；4に示す。．

　　　　LS－C－7号機については、1，S－C－6号機と比較して、主と

　　　して次のような諸点が異っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　①第鍛価E弓型。ケットエンジゾ撚載しご胃癌融雪

鮒’

　　一②・推進薬ダンジめ配置につ“て臨！巌：イ幽Fタジ》三門料タシ》の位

し㍉琶を入：乳換えで酸イヒ剤タンクぐ療rげデ髪上部に∴燃料ダンク

　　　　亀一50）を下部に装備している。

　　③・ヅ轡瀬器；0ジ・シバル廊露匹謎舳装置等ゐ紬機器

　　　を搭載して唾い・　　　　評ぐ’”
　∴鞠ゼ：輿鹸あ経追友ぴ結i果・一’…　’へ’完’∴’・1・∴！∵羅1’『こ　　　／〆

・拠嫡謝蒔門門知aサ牟2月ウ日六1庵：幅’σ示：冒・・
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表5． ：LS－C－7号機の．伯ｳ

単位
諸　　　　　　　　元、

く
1

項　　　　　　目
第1．1　段 第　2　股 1

全　　　　　　長 ” 11．53．5

l
l

長・　　　　　・さ ” 5，205 a150
…寸　　　法　「

胴　　　　　　　径． η7　． 0，566 0，600

翼　　　　　　幅 ” 2，040 1，400

イ
l
i

翼弦長翼移翼端
摺

0・90／0．72 1，344
@　　／0．95

重　　　量・
全　　段　重　量 t 2，426

各　段　重　量 t 1．0を5 1，401

型』　　　　　式

一
内面燃焼式固体ロ
Pット

ガス押し再生冷却式液体ロケットエンジン

推　　　進　　　薬
ポリブタジェγ系コン
|ジット． NTO／A－50

@　　　　　　　■

推進薬　重量
t 0，668 0，620ロケットモ

[タお・よび

Gンジン
総　　　推　　　力

@（海面上）
t・s 146 96．9　’

　・
ｽ均有効推力

@（海面土）

．　t 15．1 523

燃　焼室　圧　力 瓢abs きα8 11．1

燃　　焼　　時　間 8 96 50

比推力

@　海　面　上
S

　
2
1
9
し 185

方　　　　　　　　　　　式 分離ボルト・ナ・ト（5太）
分離方式

時　　　間　　　設　　定 　　，．
Vーケンスタイマ

　　　　　　　　　　　　　　・

求@載　　電　　子　　機　　器
Lバンドレーダトランスポンダ装置

FFM－PMテレメータ送信装置
梛}停止受信装置
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打上げ場所：宇宙開発事業団種子島宇宙センタ＿

発　射

　
し
上

天
気
地

　　　　　　　　　o角：上下角　7t3

　　　　　　　　　　0　　，方位角　10a5

候：晴

温：9℃

風：北6m／b

　　　鋤段・勾トは正常燃焼及び飛しょうを続け、発射衡3秒に

　　その切離しが行われた。第2段『ケットは、計画ど夢り発射後17秒

　　で点火したが、絢・醤蝦燃焼’した後、発射後1分5秒に細騒の

　　高度燵し・発射御掛7秒に水平距離約25肋の水域に着水した。

　　こρ間・発射後15秒（推進薬タンクの加圧開始時）から同27秒書

　　で暗かっ色の噴煙が観測され、引き続いて発射後46秒（スタ＿トバ

　　ルブの閉鎖時）まで白色の噴煙が観測された。

（2）実験結果の分析

　　今回のLS－C一・7号機の打上げ実験においては、第2段ロケットの

燃幽間が短かく予定時間（3・秒間）に撮る液体。ケットエンジン

　の飛しょう環境における燃焼性能の確認を行うことはできなかった。

　また・テレメータデータによると・約置0秒間の燃焼中の燃焼圧力が計画

　値（11帽）より低いので、推力は計画値の約52トンに対して約

　2・2トンであったと推定される。

　第2段ロケットが予定どおり燃焼を続け宏かった原因は巡

。　テレメ咽タデ廟タにより・推進薬タツ4加圧時の酸乍剤配管系統に

　計測範囲を越える異常に高い衝撃的な圧力が認められ、その後圧力セ

　　ンサに不具合ホ生じていること

一14一’

⑪

∫㌧2｝｛テレ囲印タデ「4『により・酸化剤♪～タートバルブを間くμ前．である

　にもかかわらず酸化剤流量が認められること　　　　　…｛、、、、。

漁光学観測に玖推進率匁4ρカ・圧開始時かち晦っ色四脚が

＼平められること　　　．・．　∵・こ津　　　■ぜ　ギー　．，，

等の現象から・以下に述べるよう．に・異常に高喚圧力にζ黛ズ爆i4ヒ剤配

管系統に一部破損を隼tちい酸化剤φヲ「半炉も也たζ∵とによ為ζ考冬られ

乃ρ野　　・一・・1・ン　壕ン：・∫信・一　・．1ヘー・、；・畜　一

．①第椴燃焼終了後・空気抵抗によ胃軸方野僧加平が加わ

　　つた。

　②①により、酸化剤スタートバルブ直前のU字管内の圧力が低下し、

　　液体のNTOの一部が気化することにより、・U字管内の気相部の容

　　積が飛しょう前に推定した値よりも著しぐ増加した。

　③②の状態で、タンクシャットォフパルブを開いて加圧を開始した

　　瞬間、酸化剤タンクアレッジ容積（タンクシャットオフバルブから

　　酸化剤タンク上部に至る容積）が小さいため・この圧力が急激に酸

　　化剤配管系統を通じて伝播した。

　④③の圧力により、U字管内の気相部が急激に圧縮されたため、酸

　　化剤配管系統に破壊圧を超える衝撃的な高い圧力を生じた。

　⑤④により、酸化剤配管系統の一部に破損を生じ、酸化剤の大半が

　　もれた。

　な鉛この際、圧力センサに不具合が生じた原因は、ヘリウム（He）ガ

ス圧力センサ及び酸化剤タンク圧力センサについては、酸化剤配管系統

の破損により、一時に多量に流出したHeガスによってセンサが急激に

冷却されたためと考えられ、酸化剤インターフェイス圧力センサについ

一15一
　』一1、r…
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躯せ嵐タンク加圧時における衝撃的左高圧力に』より異常となうただめと

　考えられる。

　　・また、第ゼ良ロ易ヅト燃焼庄力カヨ計三値をLドまわらた原因ぬξ上述の

　と誇り、酸化剤配管系統の一部破損により、ロケット土シジシに噴入さ

　れ乙酸花剤添計面値以下セあちたためと考えら乳る。・

　　」こめ’よつな不具合セ）発生した康因は、本実験め飛し薯ぢ環境争た鉛い

　て酸化剤（NTO）が気化するという物理現象に対する考慮が欠けていた

　たあセ易ると考え瀧　　1む　　　　・娼鴻㈱ぎ・

　　　∴・い∵’・1・・　’　　 ぺ圃”●も　ふ．二嘩①・ミ・

」二　ゼ　　’　・　　　　’へ言・・：・

三1’ ﾚ’

●

●）

JCR－10号機の打上げ実験’

（1）実験の概要

　α）実験の目的

　　　JCR一・10号機の打上げ実験は、Cバンド周波数帯に夢ける誘導系

　　搭載電子装置と地上電子装置とのリンク試験、ガズジェット制御装置による

　　三軸制御賦験、地上からの電波指令によるピッチ軸及びヨー軸まわりの

　　姿勢変更試験並びに指令破壊系の機能確認試験を行い、ロケットの誘導

　　制御技術等の開発に必要な基礎資料を得ることを目的としたものである。

　＠　JCR－10号機の概要

　　　JCR型ロケットは、人工衛星打上げ用ロケットに使用するガスヅェ

　　ット制御技術を含む誘導制御技術の開発を主目的とする2段式固体ロケ

　　ットであり、JCR－10号機の形状及び諸元は、それぞれ図5及び表

　　6に示すと於りである。

　　　なお・JCR－10号機は、JCR－9号機と比較して主として次の

　　ような踏点が異っている。

　①ガスジェット制御装置は、ピッチ軸、ロール軸及びヨー軸の三軸に

　　　ついて搭載している。

　②ディジタル積分ジャイロ（ピッチ軸）を搭載している。

の　実験の経過及び結果

　　発射時刻：昭和49年2．月1日　15時50分

打上げ場所：宇宙開発事業団種子島宇宙センター

発　射　角：上下角

　　　　　　方位角

　　076．1

　　001．5
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表6．　JCR－10号機の諸元　・
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全，　　　　長ぐ，「 鮮㌦

1α94q1・’．　2、・　噂馬　　　露．　　　．　　　　　　　・　　．

　ご

｡’　法・

長　　　　　　さ 倣 5，465 5，477

、

胴　　　　　　後’ M
　　　，O．5b6 陣　’α4・20

・翼　　　　幽、長． 伽 、．
D，　　1．884』’ ．憾警・　112・40

I
O

翼弦長翼根／翼端 切 ，、ρ・70／α45． α鱗／：q55

全段：重丑（全備） t 2，245
重怒．ト量・

丁丁重量く全備）
・’ E一ガ，・≧ 噂　　　　　　　　〆　で．ミ585　‘’●　　　　．．　　、〔聾も60

型　　　　　　．式　　　　　．，・　　　唖 内面燃擁式固体rケッ掛推進薬∵・

推　　　進　　　薬 ポリブ久ジェ．ン系コイポジッ．ト

　　　　　　’－推進薬重量 t．－ 0．95ウ’ ’0，522

推，進，薬　長 ひη・・ ∴㌦　　　5己96らで ・5@1．700モ・：一・タ

A

平　均　推　力， t． ，，　　156、 5・5．ρ

燃　焼　時　間 S 21．7 18．0
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　　　　　　　　■層F苣сK（海面上う S　・ 4凹 Q2宮門●！咀・ 228
方　　　　　　　　　式　　　　　　　　　　　匪　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陰

分離ナ、ット（4組〉　　　　　　，．、

分離装置
時　　間　　設　　定、 タイマ

α

　　　　　　　・iド

P・竃　　子∴、∵機｝；…－器　㌧

@　　　　　　　’

：Lパシドレ＝ダズデジズポシダ連言Cぺ潔ドレーダト，ラン苓ボ／ダ装置，洞デコーダSバジ斡コマンド受錯装置量PCM二PMテレメータ

乱M装置，FM．一P坦テレメ7タ送信装置
v測装置

■

　メ7’？く’

牛ﾚ機器
i第2段）

@　”i1至㍊

@　　　o

@　　犠熱

　ジ　ヤ　イ　ロ　機器
フリージャイロ，レートレ乎．イロ〆積分ジギィロメ

fィジタル積分ジャイロ，プログラマ，インバータ

萬㌦’　　∵　　一’し’

@　制　　御　　機　　器
ｮ∴　　　’≒点∵　　・一

　　1象　∴　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　’　1　疑。

Kスジェット装置
C制御三子機器　　略さ　　・．．．　　一

幽㌃・破婆壊　装三1｛壷置’ ・成：塑爆薬1：　・．：し　　σ

7”，

♂．．覧

一」．9r．．

㌧

ポ　ト

：へ　，．



　　　天　　　候：曇り

　　　気　　　温：12℃

　　　地上風2北東6璃／8

　　　第1段ロケットは正常な燃焼及び飛しょうを続け、発射後38秒にそ

　　の購しが行潤た．第2段b〃ット，は発射後4・秒で点火し溌射後

　　5分10秒に約120肋の高度に達したのち、発射後5分50秒で水平

　　距離約510肋の水域に着水した。

　　　この間・・ヶッ陥載の。バンド講穐子装置とそれに騙する地

　　上電子装置とのリンク試験はプ・グ弘ど澄り行われた．・また、甥ジ

　　ェット制御装置は・プログラムに従い、発射後1分（第2段ロケット燃

　　焼終了後）にフリーヅヤイロ及びレートジャイロ出力によるロ＿ル制御

　　を開始し溌射後扮15秒頃らは搬ジャィ・出旅よる三軸制御を

　　行った。この制御試験中・発射後1分20診から同5分19秒の間にわ

　　たり・ロケット搭載のプログジマの信号に地上からの電波指令の信号を

　　重畳し・ピッチ軸及びヨー軸ま籾の姿勢変更試験を行った。

　　　さらに・発射後4分50秒から同5分の間にわたり、指令破壊系の機

　　能確認試験が行われた。

（2）実験結果の分析

　　今回のJCR－10号機の打上げ実験に澄いては、Cバンド周波数帯に

　おける誘導系搭載電子装置と地上電子装置とのリンク試験、ガスジェット

制御装置による三軸制御下駄地上からの繊指令によるピッチ軸及びヨ

ー口紐の姿勢変更試験並びに指令破壊系の機能確認試鹸が正常に行わ

払本実験の目的とした・ケットの誘導制御技術等の開発に艘雄礎資

料が得られており・所期の目的を達成したものと考える。
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皿　総合意見1．∴＿∴’：し　・’・、・．∵一・・．』：・∵’．、　’　∵’

，t∴東京大学宇宙航空研究所が打ち上げたM山5C・r　1号機については、

　・．前記めとおψ、・・SII．TVO装置及びサイ，ドジニヅト装置に・より：誘導制御

　　される鍛式固伽ケット（M－5C型9．ケッリの開発・1「たんせい2竜の

　　打上げ及びその姿勢制御実験に成功し、所期の目的を達成した。これに

　　より、M－3C型ロケット及び地磁気を利用する衛星の姿勢制御の性能

　　確認等の実験段階は一応終了し、M－50型ロケットにより第5号及び

　　第4号科学衛星を打ち上げ、科学観測に必要な衛星の姿勢制御を行う目

　　途が得られたものと考える。

　2　宇宙開発事業団が打ち上げたLS－C－7号；機については、飛しょう

　　環境に詮ける燃料及び酸化剤スタートバルブ並びにタン．クシャットオフ

　　バルブの作動が確認されているが、酸化剤配管系統に一部破損を生じた

　　ため、飛しょう環境に澄ける液体ロケットエンジンの予定の燃焼性能を

　　確認することは出来なかった。今後の打上げ実験に澄いては、今回の経1

　　験にかんがみ、さらに広範かつ詳細な飛しょう環境の分析を行い、各種

　　の現象について十分な対策を講ずることが必要である。

　　　JCR－10号機については、前記のと誇り、本実験の目的としたロ

　　ケット誘導制御技術等の開発に必要な基礎資料が得られ、所期の目的を

　　達成したものと考える。

　5　信頼性については、これ’までの打上げ実験の成果の蓄積により徐々に

　　高ま・ってきていると考えられるが、LS－C－7号機の打上げ実験にみ

　　られるように飛しょう環境下に夢けるロケットのシステム全体の信頼性

　　についてはまだ問題がある。

　　　今後、ロケット及び人工衛星が大型化し、またそのシステムが複雑化

÷ラ21』
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するので・さらにロケット等のシステム全体の信頼性の確保に努：：ある必｝

・要がある。・このような意味1がぢ’執・ロケ・ット及び入工衛星の開1努試嵐

地上施設の総合試験、打上げ操伶の訓練等を目的とするロケジト打止げ

三三ば有効であると考える。　ゼ見　’押一杭㌧一

　　　　　’㌧　”レ　　・　　　」亭1∴・　ド’・㍉　》一㌔∫，・’

　　　！侭し一’　　・　　”卜・，．、，：．　　∵・…『、

　　　・1㌃∵；：聲・、摂　　　　．豊｛1ポ・　・　．∵i，．三・・∫・・τ1、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き：．斥・’＝1．∴．い∫㌔；1…　∫　1：：、

　　　　．’㌃∵い一　　　　　　一　’lL’・：●i．｛ll，ぐ∵う．ゴし．く1・●．．1…．1．’　∴

　　　・・べい　．　一　　　　ツ・・㌦　∵・＝遥iべ1’　∵・T・捕｛．勇壕｛

「　　・、　一i；じ＼’・・い一　　’1・’，　♂，…．．．．

　　　　∴）’・・1”∴il、1　　　　　　　　　　　・㌔．．

　　　　　，　　！　　，二　1避　　’．1．：’「¶1こ；；．、㍗』’ゾ・｝，！も・、h．　一，”

　　　　　　　　・．い・｛、肉已　’・も●∵1、…　，．・／∴1・．，∴・．ll、、隔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ’・そ’　．1　．；う1，∵一ノ・1．、∫1

　　　　∵♪・　張yマ∫，．lli｝、瓦　㌧．・一・∵一’・ぞ…　ご一こ・∵・＿ヂド治

　　　　　　　　　　　　　　剛ごゴ2』

参考漣

昭和．4β年i颪1磐2耳期ロクツ・ト打上げ

実験の評価について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和49年5月27日◎　　　　　　　　　．二∵．卜『　　　　．．、、　、＝
　　　　　　　　　　　　　じ　　リ　　　ド　ロサも　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　ロ　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　，　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会
　　　　　　　　　　　　．沼：》：’ニピー　　　　『　　　∴．　，．、　．．　i｝M

　　　　　　　　　＿＿．，　　　決一定

　　　　　昭和4串年度4窮i～…月期Fケット打上げ実験鴛評価するため、次により調

　　　　査審議を行う．も㊥と：‡る。・レー

　　　　’t，：衷京大学宇寅麟空研画所が貸つた昭和48年度第2な観測ロケット実験

　　　　　の結果（科学観覆1璽赫琴…1奪：除電λ承び宇宙開発事業団が行った第9回ロケ

⊃　ット打上げ鰍の結果を評価するために必要な技術的顯について調酪

　　　　　議を行う。

2．　1の調査審議は、技術部会に凄いて行い、昭和49年6月末までに終え

　ることを目途とする。

≒5『’Q5・』’



参考　2．

宇宙開発委員会技術部会第』分科会構成負

分科会長　佐　貫　亦　男

　　　　　右川剛晃夫

　　　　　内’田茂男

　　　　　黒　田　泰　弘

　　　　　高　田　茂　俊

　　　　　舶．川　謙・．司売

　　　　　村　松　金　也

　　　　　森　　　・大吉郎

　　　　’・山’内正劣紐

　　　　・和，狂騰・借ジ；∴

　　　　　　　　　　　岡ま

ぼ，

　　　　　　　（五十音順）

　日本大学理工学部教授

　郵政省電波研究所長

　名古屋大学工学部教授

　宇宙開発事業団システム計画部長

　宇宙開発事業団理事

・巳

V政省電波研究所鹿島支所良

　宇宙開発事業団追跡母型・：国

　東京大学宇宙航空研究所教授

∵科学技術庁航空学宙技6｛蒜単寧所長σ

：東北大学工学蔀華車牽∴’
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